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   きょうのふくいんしょ（マタイ１１・２５～３０） 

みなさま、おげんきですか、がっこうはふつうのじかんになってたくさんのべんきょうをしているとおもい

ます。あついからきをつけてね、またきょうかいがっこうはまだできないので、ごかぞくでいっしょにきょう

のふくいんをよんではなしあってね。 

 

きょうのふくんしょをかきます。マタイ。１１・２５～３０ 

そのとき、イエスはこういわれた。「てんちのしゅであるちちよ、あなたをほめたたえます。これらのことを

ちえあるものやかしこいものにかくして、おさなごのようなものにおしめしになりました。そうです、ちち

よ、これはみこころにかなうことでした。すべてのことは、ちちからわたしにまかせられています。ちちの

ほかにこをしるものはなく、こと、こがしめそうとおもうものの他は、ちちをしるものはいません。つかれた

もの、おもにをおうものは、だれでもわたしのもとに来なさい。休ませてあげよう。私はにゅうわでけんそ

んなものだから、わたしのくびきをおい、わたしにまなびなさい。そうすれば、あなたがたはやすらぎを

えられる。わたしのくびきはおいやすく、わたしのにはかるいからである。」 

 

きょうは、イエスさまがおもしろいことをいっています。「おさなごのようになりなさい」、また「つかれ

たもの、おもにをおうものは、わたしのもとにきなさい。」といっていますが、イエスさまはわたしたちにな

にをいいたいとおもいますか。 

 

あかちゃんは、ちいさいときひとりでなんにもできない。おとうさんやおかあさんのせわをしてもらって

いますね。あかちゃんはおやのぬくもりをからだでかんじて、そのときあかちゃんはおやにしんらいして、あ

んしんして、ドンドンおおきくなっていきます。わたしたちもたくさんのひとにささえられながら、すこしづ

つおおきくなっていきます。きょうのふくいんしょでは、てんのおとうさんのおしえを「ちえのあるものやかし

こいものにかくしておさなごのようなものにおしめしになる」とかいてあります。さきほどかきましたように、

おさなごは、ひとりでなんにもできない、ちからもない、いばらない、ちいさなそんざいです。 

なんにもできないということは、とてもたいせつなことです。だんだんおおきくなっていくと、じぶんがな

んでもできるとおもうので、かみさまのことをわすれていってしまいます、ですからイエスさまがおっしゃっ

ている、あたまのかしこいひとやちからあるひと、おかねもちはかみさまのことをりかいできなくなる、わ

からなくなるので、おさなごのようなこころにもどって、かみさまにしんらいして、まいにちをすごしてほし

いということです。 

 

もうひとつは「おもにをせおっているもの、わたしのもとにきなさい。わたしはやすませてあげよう。」 

わたしたちは、まいにちせいかついしていくうちに、いろいろなできごとがあって、わたしたちのせなかに

ふくろをかついでいるようなかんじで、いやなことがあると、そのふくろのなかにいれていって、ますますお

もたくなっていきます。 

ぼく、わたし、どんなふくろをせおっているでしょうか。おもたいですか、おもたくないですか、どんなもの

をいれていっていますか。 

おもたくなったら、イエスさまにたのんで、かるくしてくださるようにおねがいしましょう。かならずイエス

さまはかるくしてくださると、しんらいしましょう。 


